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任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員

会
の
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
地
区
推
薦
、
団
体
推
薦
、

一
般
応
募
に
よ
り
、
６
月
定
例

議
会
で
承
認
を
得
て
、
村
長
か

ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
７
月
20
日

か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

の
３
年
間
で
、
各
委
員
の
担
当

地
区
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
委
員
の
選
出
内
訳
は
、

地
区
推
薦
が
１
名
（
殿
地
区
）、

団
体
推
薦
が
１
名
（
商
工
会
）、

一
般
応
募
８
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
は
、
法
律
に
よ

り
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
行
政

委
員
会
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
農
地
法
に
基

づ
き
、
次
の
よ
う
な
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
移
転
な
ど
、

農
地
法
に
お
い
て
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
と
定
め
ら

れ
て
い
る
手
続
き
に
関
す
る

審
査
を
、
法
に
定
め
ら
れ
た

基
準
や
現
地
の
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
の
た
め
、
農
業
の

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
、
新
規
就
農
者
の
参

入
支
援
の
促
進
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

所
有
す
る
農
地
の
利
用
に

つ
い
て
、
困
っ
た
こ
と
や
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地

区
担
当
の
農
業
委
員
か
農
業

委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
農
林
係
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

東野　幸夫
（下条）

原　　洋司
（新田５）

原田　弘恵
（長野西）

志波　 利
（東上）

瓜尾　　豊
（新田４）

古根　正二
（殿下）

舟島　美咲
（大島）

田尻　敦司
（東上）

大屋　 和
（和村上）

木戸口　茂
（下在２）

木
戸
口　

茂

瓜
尾　
　

豊

原　
　

洋
司

田
尻　

敦
司

古
根　

正
二

志
波　

利

原
田　

弘
恵

大
屋　

和

舟
島　

美
咲

東
野　

幸
夫

農
業
委
員

野
尻（
川
向
、阿
寺
、

上
在
、旭
町
、上
町
、

本
町
、横
町
、新
田
、

下
在
）

東
、
東
外
向
、
中
、

弓
矢
、
西
、
下
落
、

小
川
、
殿
中
、
殿
下

上
郷
、
和
村
、

須
原
（
上
町
、
本

町
、仲
町
、茶
屋
町
、

門
前
）、
越
坂
、
橋

場
、
大
島
、
下
条
、

大
野
、
田
光

担
当
地
区

農
業
委
員

農
業
委
員
が

 
決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た
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農
地
法
は
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
、

農
地
を
保
護
し
、
農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
規
制
・
調
整
す
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
27
年
に
制
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。

　

対
象
と
な
る
土
地
は
「
農
地
（
田
・

畑
）」
と
「
採
草
放
牧
地
」
で
す
。

　

現
時
点
で
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
な
い

土
地
で
あ
っ
て
も
、
原
則
登
記
地
目
で

判
断
さ
れ
る
た
め
、
休
耕
地
で
あ
っ
て

も
「
農
地
」
と
さ
れ
ま
す
。

　

「
採
草
放
牧
地
」
は
主
に
家
畜
の
飼

料
を
採
る
た
め
や
、
放
牧
す
る
た
め
の

農
地
以
外
の
土
地
で
す
。

　

農
地
法
に
よ
る
規
制
に
は
、
権
利
の

移
動
、
農
地
の
転
用
、
転
用
目
的
の
権

利
移
動
が
あ
り
ま
す
。

権
利
の
移
動

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
、
売
買
や
賃

貸
等
の
権
利
の
移
動
を
行
う
場
合
は
農

地
法
第
３
条
の
規
制
を
受
け
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
等
を
行
う
場
合
、
権
利

移
動
後
も
農
地
と
し
て
適
切
に
管
理

（
耕
作
等
）
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
各
自
治
体
の
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
許
可
を
受
け
ず

に
売
買
等
の
契
約
を
行
っ
た
場
合
、
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

農
地
の
転
用

　

農
地
（
田
・
畑
）
を
宅
地
や
山
林
等

に
変
え
る
場
合
に
農
地
法
第
４
条
の
規

制
の
対
象
と
な
り
、
農
業
委
員
会
を
通

じ
て
、
県
に
許
可
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場

合
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
命
令

が
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
罰
則
も

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
２
ａ
未
満
の
自
己
所
有
地

を
農
業
用
施
設
（
温
室
・
農
業
用
倉
庫

な
ど
）
の
用
地
と
す
る
場
合
は
許
可
が

不
要
で
、
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
も
規

制
の
対
象
外
で
す
。

転
用
目
的
の
権
利
移
動

　

こ
れ
は
、
農
地
法
第
５
条
に
よ
り
規

制
の
対
象
と
な
る
事
項
で
、
第
４
条
と

の
違
い
は
、
所
有
者
自
身
が
農
地
転
用

を
行
う
の
で
は
な
く
、
権
利
を
譲
り
受

け
た
者
が
そ
の
後
転
用
を
行
う
場
合
に

適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
ま
た
、

第
４
条
と
違
い
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て

も
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
許
可
が

必
要
な
こ
と
や
違
反
転
用
時
の
罰
則
有

無
な
ど
は
第
４
条
と
同
じ
で
す
。

農
地
法
違
反
の
罰
則

　

農
地
法
に
違
反
し
た
場
合
、
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

違
反
事
由
は
、
権
利
移
転
違
反
、
農

地
転
用
違
反
、
原
状
回
復
命
令
違
反
な

ど
で
す
。

　

農
地
法
は
農
家
以
外
だ
と
あ
ま
り
な

じ
み
の
な
い
法
律
で
す
が
、
遊
休
農
地

に
家
を
建
て
た
り
、
車
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
作
っ
た
り
、
資
材
置
き
場
と
し
た

り
す
る
よ
う
な
場
合
に
農
家
で
な
い
人

に
も
関
係
す
る
法
律
で
す
。
農
地
で
耕

作
以
外
の
こ
と
を
す
る
場
合
は
村
ま
た

は
農
業
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

地
域
計
画

　

村
で
は
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
や

地
域
内
外
か
ら
農
地
の
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
て
、
地
域
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
改
正
さ
れ
た
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
で
策
定
を
義
務

付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
令
和
６
年
度
末

ま
で
に
公
表
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
計
画
で
は
、
村
の
農
地
の
中

で
「
守
る
べ
き
農
地
」
を
設
定
し
、
10

年
後
の
利
用
状
況
見
込
み
を
反
映
さ
せ

た
地
図
を
作
成
し
ま
す
。
現
時
点
で
は
、

基
盤
整
備
済
み
の
農
地
や
今
後
、
担
い

手
へ
の
集
約
や
地
域
内
外
か
ら
の
新
規

参
入
が
見
込
め
る
農
地
を
「
守
る
べ
き

農
地
」
と
す
る
予
定
で
す
。
作
成
後
は
、

地
図
を
参
考
に
農
地
の
集
積
利
用
や
新

規
参
入
促
進
を
検
討
し
ま
す
。

　

「
守
る
べ
き
農
地
」
を
所
有
す
る
農

家
の
皆
さ
ん
に
は
、
意
向
調
査
や
地
図

作
成
作
業
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
対
応

　

近
年
、
激
し
い
雨
が
多
く
な
り
、
農

地
の
畦け

い

畔は
ん

が
崩
れ
る
、
頭
首
工
が
破
損

す
る
等
の
災
害
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
条
件
に
よ
っ
て
、
国
や
県
の

支
援
を
受
け
て
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
条
件
の
確
認
の
た
め
に
も
、
激

し
い
雨
の
後
は
、
10
日
以
内
に
頭
首
工

な
ど
の
異
常
の
有
無
の
確
認
を
行
い
、

異
常
が
あ
る
際
は
産
業
振
興
課
農
林
係

ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

農
地
法

農
地
法
っ
て
っ
て
何
？
何
？

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
農
林
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

は
産
業
振
興
課
農
林
係

わ
せ
先

興
課
農
林
係
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６
月
28
日
、
木
造
住
宅
推
進
協
議
会

よ
り
大
桑
村
に
モ
ル
ッ
ク
が
３
セ
ッ
ト

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
モ
ル
ッ
ク
は
、
村
教
育

委
員
会
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
23
日
か
ら
29
日
は
、
子
ど
も
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
全
国
一
斉
こ
ど
も
の
人
権
相

談
強
化
週
間
で
す
。

　

期
間
中
、
相
談
窓
口
の
平
日
の
受
付

時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
土
日
も
相

談
が
で
き
ま
す
。

　

い
じ
め
、
虐
待
等
、
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
最

寄
の
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

  

９
月
５
日
㈫

場　

所

  

大
桑
小
学
校　

体
育
館

演 

題
『
子
ど
も
の
本
で
世
界
を
旅
す
る
』

講　

師

   

ア
フ
リ
カ
子
ど
も
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表 

 

さ
く
ま  

ゆ
み
こ 

氏

 

講
師
の
紹
介  

　

 　
翻
訳
家
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
日
本
国
際

児
童
図
書
評
議
会
）
理
事
、
ア
フ
リ

カ
子
ど
も
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
。

　

 　
令
和
２
年
度
よ
り
、
大
桑
村
在
住
。

　

 　
小
学
校
、
図
書
館
で
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
申
込   

入
場
は
無
料

　
　
　
　
　

  

参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

８
月
28
日
㈪
ま
で
に
住
民
課
住
民
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

   

駐
車
場
は
小
学
校
、
妙
覚
寺
、
野
尻
地
区
館
で
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課
住
民
係　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

大
桑
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係 

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
１
９
９
６
年
に
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
日
本
で
は
２
０
１
８
年
か
ら

２
０
１
９
年
に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
で
多
く
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
で
、
走
る
、
蹴

る
な
ど
の
動
き
も
な
い
こ
と
か
ら
、
性

別
や
年
代
を
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

モ
ル
ッ
ク

モ
ル
ッ
ク
がが

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

こ
ど
も

こ
ど
も
のの
人
権
人
権

相
談
強
化
週
間

相
談
強
化
週
間

モ
ル
ッ
ク
と
は
？

モ
ル
ッ
ク
と
は
？

▲  寄贈されたモルック

受
付
時
間

《
強
化
週
間
中
》

　
　

平
日
８
時
30
分
か
ら
19
時

　
　

土
日
10
時
か
ら
17
時

《
強
化
期
間
以
外
》

　
　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番 

（
全
国
共
通
・
無
料
）

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

人
権
講
演
会
の
開
催

人
権
講
演
会
の
開
催
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７
月
16
日
、
西
尾
酒
造
前
な
ど

須
原
宿
内
の
２
か
所
で
新
し
い
水

舟
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
（
令
和
３
年
）
に
続
き
、

須
原
地
区
の
住
民
で
作
る
須
原
宿

景
観
形
成
住
民
協
定
運
営
委
員
会

が
主
体
と
な
り
、
５
月
に
原
木
を

調
達
し
、
新
し
い
水
舟
の
製
作
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

作
業
は
６
回
行
わ
れ
、
延
べ
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
の
栩
秋
浩
二
さ
ん

（
仲
町
）
は
「
一
昨
年
と
今
年
の

活
動
で
、
長
い
水
舟
４
基
を
新
し

く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
年
か

け
て
製
作
し
た
こ
と
で
、
地
域
の

人
た
ち
へ
技
術
を
引
継
ぎ
、
自
分

た
ち
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

が
確
立
で
き
た
。
失
わ
れ
な
い
技

術
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

水
舟
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

水
舟
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

村
営
駐
車
場
使
用
者
募
集

　

村
営
駐
車
場
の
使
用
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る
人
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
駐
車
場

▼ 

須
原
駐
車
場
（
須
原
駅
横
） 

　

募
集
区
画
：
５
区
画 

　

月
額
使
用
料
：
２
，
５
０
０
円

▼ 

野
尻
第
１
駐
車
場
（
野
尻
駅
横
） 

　

募
集
区
画
：
６
区
画 

　

月
額
使
用
料
：
３
，
０
０
０
円

▼ 

野
尻
第
２
駐
車
場
（
古
谷
歯
科
医
院
横
）

　

募
集
区
画
：
２
区
画 

　

月
額
使
用
料
：
３
，
０
０
０
円

▼ 

野
尻
第
３
駐
車
場
（
旧
営
林
署
横
）

　

募
集
区
画
：
３
区
画 

　

月
額
使
用
料
：
３
，
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
企
画
財
政
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲須原駐車場位置図

須原駐車場須原駐車場
須原駅須原駅

▲野尻第１駐車場位置図

野尻駅野尻駅

野尻第１駐車場野尻第１駐車場

▲野尻第２駐車場位置図

野尻第２駐車場野尻第２駐車場

▲野尻第３駐車場位置図

くわっこ工房くわっこ工房
野尻第３駐車場野尻第３駐車場

▲設置の様子

▲新設された水舟

▲製作の様子
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夏
の
こ
の
時
季
、
ク
マ
が
人
里
に

下
り
て
く
る
理
由
は
、
山
の
中
の
食

べ
物
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
少
な
く

な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
１
〜
２
歳

の
子
グ
マ
が
親
離
れ
し
、
１
頭
で
暮

ら
し
始
め
る
時
期
で
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
若
い
ク
マ
は
山
を
登
っ
て
生

活
す
る
ク
マ
（
主
に
成
獣
の
オ
ス
）

を
避
け
、
標
高
の
低
い
地
域
で
生
活

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。 

　

結
果
、
人
里
近
く
に
出
没
し
、
農

作
物
へ
の
被
害
や
人
身
被
害
へ
繋
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

　

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

鈴
、ラ
ジ
オ
、笛
な
ど
を
携
帯
す
る

　

聴
覚
や
嗅
覚
が
人
よ
り
優
れ
る

ク
マ
は
鈴
の
音
な
ど
が
聞
こ
え
る

と
自
ら
避
け
て
く
れ
ま
す
。

★ 

朝
夕
の
行
動
は
避
け
、
複
数
人
で

行
動
す
る 

　

朝
夕
は
ク
マ
が
活
発
に
活
動
し

ま
す
。
こ
の
時
間
帯
に
山
に
入
る

こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
１
人
で
は
な
く
複
数
人
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

★ 

周
囲
を
確
認
す
る 

　

釣
り
な
ど
で
渓
流
沿
い
を
移
動

す
る
場
合
、
水
の
音
で
ク
マ
も
人

も
お
互
い
に
気
付
か
ず
に
接
近
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★ 

ク
マ
の
痕
跡
を
見
付
け
た
ら
近
づ

か
な
い 

　

山
は
ク
マ
の
生
息
地
で
す
。
足

跡
や
糞
な
ど
を
見
付
け
た
ら
近
づ

か
ず
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

★ 
子
グ
マ
を
見
た
ら
立
ち
去
る 

　

子
連
れ
の
母
グ
マ
は
子
グ
マ
を

守
る
た
め
に
人
へ
攻
撃
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
子
グ
マ
を
見
か
け

た
ら
、
そ
っ
と
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

大
桑
村
の
ク
マ
出
没
件
数

大
桑
村
の
ク
マ
出
没
件
数

　
村
に
お
け
る
最
近
の
出
没
状
況
で
す
。

・
令
和
３
年
度　

61
件
／
年
間 

・
令
和
４
年
度　

61
件
／
年
間 

・ 

令
和
５
年
度　

31
件
／
７
月
末
時
点

　

現
状
の
出
没
件
数
は
例
年
並
み
で

昨
年
よ
り
若
干
増
加
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

夏
の
ク
マ
ク
マ
に
注
意
注
意▼

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
農
林
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

９
月
１
日
㈮
か
ら
９
月
30
日
㈯
は

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
で
す
。

　

長
野
県
と
長
野
県
農
作
業
安
全
推

進
会
議
で
は
、
農
作
業
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
及
び
農
作
業
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
次
の
３
点
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

❶  

農
作
業
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動
の

推
進

❷ 

高
齢
農
業
従
事
者
の
事
故
防
止

❸ 

道
路
通
行
時
の
交
通
事
故
防
止

　

ま
た
、
重
点
推
進
事
項
を
次
の
９

点
と
し
て
い
ま
す
。

⑴  

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底

⑵  

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
安
全
フ

レ
ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ
の
装
着
徹
底

⑶  

脚
立
を
用
い
る
高
所
作
業
で
の

安
全
確
認
の
徹
底

⑷ 

管
理
機
の
事
故
防
止

⑸  

刈
払
機
使
用
時
に
お
け
る
保
護

　

６
月
23
日
、
大
桑
村
建
設
事
業
協
力
会
（
半
坂

純
孝
会
長　

㈱
半
坂
土
木
）
か
ら
災
害
時
の
防
災

用
資
材
の
購
入
に
充
て
て
ほ
し
い
と
10
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ガ
ネ
等
保
護
具
の
着
用
促
進

⑹  

農
業
機
械
・
施
設
の
日
常
点
検
整

備
の
励れ

い

行こ
う

と
点
検
整
備
中
に
お
け

る
事
故
防
止

⑺  

安
全
な
運
転
操
作
と
周
囲
の
安
全

確
認
の
徹
底

⑻  

家
族
へ
の
作
業
場
所
の
伝
達
と
ゆ

と
り
を
も
っ
た
農
作
業
の
実
施

⑼ 

労
働
災
害
保
険
等
へ
の
加
入
促
進

　

長
野
県
で
は
令
和
４
年
の
農
作
業
に

よ
る
死
亡
事
故
が
９
件
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
す
べ
て
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
高
齢
農
業
者
に
よ
る
事
故
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
仲
間
同
士
で
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
安
全
に
農
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課
農
林
係 

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

農
作
業
安
全
運
動
月
間
（
秋
）

農
作
業
安
全
運
動
月
間
（
秋
）

寄
付
寄
付
をを
い
た
だ
き
ま
し
た

い
た
だ
き
ま
し
た
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村
議
会
６
月
定
例
会
で
、
の
ぞ
き
ど

森
林
公
園
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま

し
た
。

指
定
管
理
者

　

有
限
会
社　

平
田
管
業
店

指
定
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
〜 

 

令
和
９
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

　

８
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
行
わ

れ
る
中
体
連
北
信
越
大
会
相
撲
競

技
に
出
場
す
る
、
大
桑
中
学
校
相

撲
部
の
大
畑
喬
士
さ
ん
（
２
年

生
）
、
藤
懸
慎
多
郎
さ
ん
（
同
）
、

舟
島
優
斗
さ
ん
（
同
）
が
大
桑
村

役
場
を
訪
れ
、
貴
舟
村
長
に
大
会

へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
藤
懸
さ
ん
が

「
北
信
越
大
会
へ
出
場
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。
支
え
て
く
れ
た
人

達
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
村
長
は

「
『
村
の
代
表
』
と
し
て
頑
張
っ

て
き
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

指
定
管
理
者
決
定

指
定
管
理
者
決
定

交
通
安
全
表
彰

　

交
通
安
全
功
労
者
や
優
良
運
転
者
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

緑
十
字
銅
賞

●
交
通
安
全
功
労
者 

　

井
上　
　

淳
（
小
川
）

　

輿
野　
　

敦
（
東
上
）

●
優
良
運
転
者

　

古
根　
　

淳
（
弓
矢
下
）

木
曽
交
通
安
全
協
会
長
・ 

木
曽
警
察
署
長
連
盟
表
彰

●
交
通
安
全
功
労
者 

　

山
瀬　
　

聡
（
長
野
中
）

中
学
校
相
撲
部

中
学
校
相
撲
部

北
信
越
大
会
出
場

北
信
越
大
会
出
場

森の里の秋まつりを開催しますします

出店者募集出店者募集

花火について花火について

　　　　　 ４年ぶりの秋まつりを盛り上げるため、飲食・物産販売
の出店者を募集します。

出店対象   誰でも参加できます。※ただし、内容の審査があります。
出 店 料   村内の参加者は無料です。 

申込方法   問い合わせてください。後日、申込書を送付します。 
申込期限   ８月31日㈭まで

問い合わせ先問い合わせ先

大桑村観光協会事務局
℡＊＊55‐４５６６

キッチンカーの出店 飲食・物産販売 ステージ発表 花火 を予定を予定

参考出店例：【飲食店】 五平餅、ソフトクリーム、ジュース、じゃがバター、
ポップコーン、焼きそば等 

　　　　　　【物産販売】 おもちゃ、手作り小物、アクセサリー、フリーマーケット等
　　　　　　【体 験】 射的、パズル、ダーツ、子ども向け体験コーナー等

▲過去の出店の様子

1010月月1414日日土  11 11時時（予定）（予定）

花火は協賛花火を予定しています。花火は協賛花火を予定しています。
協賛金の支払い方法等は後日、回覧でお知らせします。協賛金の支払い方法等は後日、回覧でお知らせします。
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大
桑
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
空
き
家
担
当
、

犾
舘
で
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
を
書
い

て
い
る
と
き
に
、
４
年
ぶ
り
の
野
尻

の
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
早

い
も
の
で
、
今
年
も
も
う
折
り
返
し

地
点
を
過
ぎ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
半
年
で
９
件
の
空

き
家
を
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
内
外
の

所
有
者
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
３
年
間

の
活
動
で
少
し
ず
つ
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
し
っ
か
り
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ
り
多
く

の
村
内
引
っ
越
し
希
望
者
、
村
外
の

移
住
希
望
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、

新
し
い
取
り
組
み
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
毎
月
の
空
き
家
相
談

会
開
催
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
補

足
す
る
た
め
の
ブ
ロ
グ
運
営
、
空
き
家

の
内
覧
・
売
買
契
約
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
細
か
い
と
こ

ろ
で
は
、
固
定
資
産
税
納
付
書
に
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
同
封
し
村
外
の
所
有
者
に
告
知
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
も
う
少
し
幅
を
広
げ
て
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

О
等
）
で
の
移
住
Ｐ
Ｒ
や
、
空
き
家
ツ

ア
ー
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
登
録
件
数
増
加
に
伴
い
、
購

入
・
賃
貸
希
望
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
実
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
自
粛
し
て
い
た
観
光
が

春
先
か
ら
本
格
化
し
て
い
て
、
海
外
の

観
光
客
に
木
曽
地
方
が
大
人
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
記
事
が
Ｔ
Ｖ

や
Ｗ
ｅ
ｂ
ニ
ュ
ー
ス
で
多
く
紹
介
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
国
内
の
移
住
希
望
者
に

も
木
曽
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
木
曽
地
方
に
住
み
た
い
、
以
前
に

観
光
で
来
た
大
桑
村
が
気
に
入
っ
た
、

な
ど
明
確
に
木
曽
と
い
う
場
所
を
意
識

し
た
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
を
見
て
気
に
入
っ
た

物
件
だ
け
を
見
に
来
る
の
で
は
な
く
、

多
少
の
妥
協
点
は
あ
っ
て
も
物
件
を
数

件
回
る
よ
う
な
内
覧
の
仕
方
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
、

物
件
そ
の
も
の
よ
り
も
木
曽
地
方
、
ま

た
は
大
桑
村
と
い
う
土
地
を
重
視
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、『
下
水
道
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
（
汲
み
取
り
式
）』、

『
大
規
模
な
改
修
が
必
要
』
な
ど
、
多

少
の
不
具
合
が
あ
っ
て
も
、
木
曽
・
大

桑
村
と
い
う
場
所
に
あ
る
家
で
あ
れ
ば
、

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
可
能
性
が
増
え

て
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

空
き
家
相
談
会
へ
の
お
申
込
み
、
ま

た
は
仕
事
で
帰
り
が
遅
い
な
ど
お
忙
し

い
方
は
私
に
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

９
月
１
日
㈮
か
ら
９
月
10
日
㈰
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
。
屋

外
広
告
物
の
管
理
者
に
は
、
定
期
的

な
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
期
点
検
の
対
象

　

次
の
も
の
を
除
く
屋
外
広
告
物

（
営
利
・
非
営
利
問
わ
ず
）

  【
対
象
外
】

　

 

は
り
紙
、
立
看
板
、
広
告
幕
、
ア

ド
バ
ル
ー
ン
、
壁
面
等
に
描
か
れ

た
も
の
な
ど

点
検
時
期

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
、
設
置
等
し

た
と
き
及
び
そ
の
後
３
年
以
内
ご
と

点
検
項
目

　

本
体
部
・
取
付
け
部
の
変
形
や
腐

食
、
ボ
ル
ト
・
ビ
ス
な
ど
の
サ
ビ
や

緩
み
、
表
示
面
の
破
損
や
汚
染
、
照

明
の
取
付
け
状
況
な
ど

点
検
結
果
の
保
管

　

点
検
結
果
の
記
録
は
、
屋
外
広
告

物
を
除
却
す
る
ま
で
保
管
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
企
画
財
政
係 

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

犾
舘 

携
帯
番
号 

℡ 
０
８
０
‐
６
９
３
２
‐
３
９
１
５ 

（
月
曜
日
を
除
く
）

 
  o
kuw

a.kyo
uryo

ku.e 
@
gm
ail.co

m

屋
外
広
告
物

 

適
正
化
旬
間
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子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター
TEL ＊＊ 55-1215TEL ＊＊ 55-1215

子育てだより子育てだより

吉野 美穂 吉野 美穂 保育士保育士

　

今
、
世
界
の
中

で
も
睡
眠
時
間
が

短
い
の
は
日
本
人

で
、
特
に
40
代
の

女
性
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
睡
眠
時
間

の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
が

１
９
９
５
年
頃
で
、
専
業
主
婦
が
減
り
、

共
働
き
世
帯
が
増
え
て
き
た
こ
ろ
か
ら

あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

40
代
に
な
る
と
社
会
で
も
中
心
的
な

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
仕
事
量
も

増
え
、
さ
ら
に
家
事
や
育
児
も
大
変
な

時
期
に
な
っ
て
き
ま
す
。
保
護
者
が
睡

眠
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
睡
眠
時
間
が
短
く
な
っ
て
く
る
の

も
必
然
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
子
ど
も
の
睡
眠
時
間

が
短
い
原
因
と
し
て
、
欧
米
は
幼
い
こ

ろ
か
ら
子
ど
も
は
１
人
、
子
ど
も
部
屋

で
寝
る
習
慣
が
あ
り
、
大
人
が
夜
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
い
て
も
子
ど
も

は
１
人
で
寝
ま
す
。
日
本
は
添
い
寝
文

化
で
、
保
護
者
が
起
き
て
い
る
と
子
ど

も
も
一
緒
に
起
き
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
睡
眠
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

子
ど
も
の
睡
眠
で
心
配
な
こ
と

　

２
０
１
４
年
に
全
国
の
小
中
高
生
を

対
象
に
睡
眠
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
調
査
の
結
果
か
ら
、

睡
眠
時
間
が
短
く
、
朝
ご
飯
を
と
っ
て

い
な
い
子
ど
も
ほ
ど
「
自
己
肯
定
感
」

（
自
分
の
こ
と
が
好
き
だ
と
思
え
る
こ

と
）
が
低
く
、
何
で
も
な
い
の
に
イ
ラ

イ
ラ
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
レ
や
す

い
」
傾
向
に
あ

り
、
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
に

影
響
が
出
て
い

る
こ
と
が
わ
か

る
と
報
告
し
て

い
ま
す
。

昼
寝
と
夜
の
眠
り
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

子
ど
も
の
昼
寝
は
、
眠
る
時
間
に
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
生
後
８
か
月
頃

に
は
午
前
と
午
後
各
１
回
ぐ
ら
い
に
な

り
、
１
歳
２
か
月
頃
を
過
ぎ
る
と
午
後

１
回
程
度
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
昼
間

し
っ
か
り
と
元
気
に
活
動
す
る
と
夜
も

し
っ
か
り
と
眠
れ
ま
す
。

　

人
間
に
は
１
日
の
体
内
リ
ズ
ム
（
脳

の
中
に
１
日
が
25
時
間
の
体
内
時
計
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
が
あ
り
、

午
後
３
時
30
分
以
降
も
昼
寝
を
す
る
と

夜
の
寝
つ
き
が
遅
く
な
り
ま
す
。
午
後

３
時
30
分
前
に
は
起
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
朝
は
太
陽
の
光
で
体
の
リ
ズ
ム

を
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

眠
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

　

次
に
子
ど
も
た
ち
が
眠
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
か
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
昼
間
た
っ
ぷ
り
と
遊
ぶ
こ
と
。

　
 　

で
き
る
だ
け
外

で
遊
び
、
室
内
で

も
体
と
頭
を
使
う

よ
う
に
し
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。

❷ 

夕
方
以
降
は 

部
屋
を
明
る
く
し
す
ぎ
な
い
。

　

 　

暗
く
な
る
こ
と
で
メ
ラ
ト
ニ
ン
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
メ
ラ
ト
ニ

ン
は
心
を
落
ち
着
か
せ
、
免
疫
力
を

高
め
、
老
化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
明
る
い
光

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
る
前
は
で

き
る
だ
け
使
う
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

❸
安
心
し
て
眠
る
。

　

 　

不
安
な
こ
と
が
あ
る
と
覚
醒
の
調

整
機
構
の
影
響
で
眠
れ
ま
せ
ん
。
子

ど
も
が
安
心
し
て
眠
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

必
要
な
睡
眠
時
間
は
個
人
差
が
あ
り
、

「
何
時
間
寝
る
べ
き
」
と
一
概
に
言
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
午
前
中

に
眠
気
が
来
な
い
よ
う
睡
眠
時
間
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
の

基
本
と
な
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
のの
睡
眠
睡
眠

引
用
： 「
母
の
友
」
福
音
館
書
店 

「
食
べ
物
文
化
」
め
ば
え
社
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情報掲示板情報掲示板
問   

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

全
世
帯
に
「
２
０
２
３
お
お

く
わ
物
価
高
騰
対
策
生
活
応
援

商
品
券
」
を
配
付
し
、
村
民
の

消
費
を
下
支
え
し
ま
す
。

配
付
対
象
世
帯

　

７
月
１
日
時
点
で
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

世
帯

配
付
金
額

　

１
万
円
分
（
千
円
券
10
枚
）

使
用
期
限

　

令
和
５
年
９
月
30
日
㈯

取
扱
店

　

村
内
96
店
舗
で
使
用
で
き
ま

す
。

　

詳
細
は
配
付
さ
れ
た
一
覧
表

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

申   

大
桑
村
商
工
会

℡
＊
＊
55
‐
３
１
３
０

　

日
頃
か
ら
、
仕
事
や
生
活
の

中
の
悩
み
事
、
法
律
に
関
す
る

こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

長
野
県
弁
護
士
会
と
長
野
県

商
工
会
連
合
会
木
曽
支
部
で

は
、
木
曽
地
域
で
毎
月
１
回
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
９
月
は
大
桑
村
商
工

会
が
会
場
と
な
り
ま
す
。

日　

時

　

９
月
26
日
㈫

場　

所

　

大
桑
村
商
工
会
館

時　

間

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※ 

予
約
制
で
す
。
必
ず
開
催
会

場
と
な
る
商
工
会
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

　

全
国
一
斉
で
司
法
書
士
に
よ

問   

放
送
大
学 

長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
約
８
万
５
千
人
以
上
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

問   

木
曽
地
域
振
興
局 

商
工
観
光
課

℡
25
‐
２
２
２
８

　

長
野
県
木
曽
地
域
振
興
局
商

工
観
光
課
主
催
の
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
起

業
塾
を
開
催
し
ま
す
。

日　

程

● 

第
１
回 

９
月
１
日
㈮　

13
時
〜
17
時

　
 　

起
業
に
向
け
た
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト

●  

第
２
回 

９
月
19
日
㈫　

13
時
〜
17
時

　
　

マ
イ
事
業
を
考
え
る

●  

第
３
回 

９
月
28
日
㈭　

13
時
〜
17
時

　
　

マ
イ
事
業
の
磨
き
上
げ

会　

場

　

木
曽
合
同
庁
舎

●  

第
１
回　

 

４
０
１
・
４
０
２

会
議
室

●  

第
２
回　

講
堂

●  

第
３
回　

講
堂

対
象
者

　

木
曽
地
域
で
起
業
に
興
味
の

あ
る
人

※
原
則
全
３
回
参
加
可
能
な
人

定　

員

　

15
名

講　

師

　

秋
葉　

芳
江　

氏

　

 　

長
野
県
立
大
学
大
学
院

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
、
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授

応
募
締
切

　

８
月
18
日
㈮

る
養
育
費
に
関
す
る
無
料
電
話

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時

　

９
月
２
日
㈯　

10
時
〜
21
時

電
話
番
号

　
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

相
談
例

・ 

養
育
費
の
話
を
し
な
い
ま
ま

離
婚
し
た
が
、
今
か
ら
払
っ

て
も
ら
え
る
の
か

・ 

養
育
費
が
急
に
支
払
わ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・ 

養
育
費
を
減
額
（
増
額
）
し

て
ほ
し
い
。

 

な
ど

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま

た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業

が
あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

　

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
㈭
ま
で

　

第
２
回　

９
月
12
日
㈫
ま
で

物
価
高
騰
対
策

生
活
応
援
商
品
券
を

配
付
し
ま
し
た

法
律
何
で
も
相
談
会
の

お
知
ら
せ

子
ど
も
た
め
の

養
育
費
相
談
会

放
送
大
学

入
学
生
募
集

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
起
業
塾

▲ 申込フォーム

▲  2023 おおくわ物価高騰
対策生活応援商品券
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の行事予定
1 金
2 土 推しレコ！（図書館）

3 日
4 月
5 火 健康教室（野尻地区館）

6 水
7 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

8 金
9 土
10日 もぐもぐリサーチ（図書館）

11月
12火 健康教室（野尻地区館）

13水 ゴールデンシューの日（スポーツ公園）
おはなし会（図書館）

14木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

15金
16土 県立歴史館出前講座（役場多目的ホール）

17日 図書館 de シネマ（図書館）

18月
19火 健康教室（野尻地区館）

20水 なんでも相談（野尻地区館）

21木 敬老会（多目的ホール）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

22金
23土 図書館開館１周年

24日
25月
26火 健康教室（野尻地区館）

27水
28木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

29金 桑華祭（大桑中学校）

30土 桑華祭（大桑中学校）

９９月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 6、13、21、27
英 会 話 ① 19：30 6、13、21、27
押 し 花 教 室 ② 10：00 15
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 13、27
レザークラフト ⑦ 9：30 5、19
陶 芸 教 室 ④ 10：00 22、23

コール・マルベリー
① 19：30 6、20
② 19：30 13、27

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 5、12、19、26
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 12、26
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 6、13、20、27
ヨ ガ ② 14：00 9、23
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 11、25
フラ教室〈昼〉 ⑤ 13：30 4、11、25
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 5、12、26
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 2、16、30
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 9、23
池坊いけばな教室 ③ 12：30 12、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 28

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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６
月
28
日
、
大
桑
中
学
校
で
地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
たfriendly

講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
教
育
委
員
会

と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導
の
下
、モ
ル
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
思
っ
た
よ
り
難
し
い
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
徐
々

に
作
戦
を
考
え
た
り
、
投
げ
方
を
工
夫
し
た
り
と
チ
ー
ム
戦
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
、
押
し
花
、
茶
道
、

狩
猟
、
陶
芸
の
合
計
７
つ
の
講
座
が
行
わ
れ
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、

普
段
は
体
験
で
き
な
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

９月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
10 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
17 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
18 日㈪ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
23 日㈯ 芦沢医院（上松町） 52-2018
24 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188

村の人口
1,496 世帯

（前月比－４世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ ０ ０
死　　　亡 ２ ５ ７
転　　　入 ５ ３ ８
転　　　出 ７ ４ 11
総　人　口
（前月比）

1,624
（－４）

1,722
（－６） 

3,346
（－ 10） 

（８月１日現在・住民基本台帳登録人数）

７月の
できごと

７月７日  保育園 七夕会

７月 14・15 日  須佐男神社例大祭

７月 12 日  小学校 人権の花運動

７月 21・22 日  鹿嶋神社例大祭
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399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１
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